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環境事業団

～安全で確実なＰＣＢ処理を目指して～

豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設の概要
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環境事業団とは
l　環境事業団は、国の環境政策を実現するための

事業を行う特殊法人（昭和４０年設立）

l　これまで、公害防止のための工場の集団移転事
業や融資事業、緑地の造成、環境ＮＧＯへの支援、
廃棄物処分場の造成などの事業を全国で数多く
手がける

l　今、緊急の課題であるＰＣＢ廃棄物の処理事業
を行う国の唯一の機関

　※　平成１６年４月にＰＣＢ処理事業は新しく設立される特殊
　会社（日本環境安全事業株式会社）に承継される予定
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環境事業団の役割

・国の指導のもと、全国数カ所において、PCB廃棄物の広域的
　な処理施設を設置し、処理事業を行います。

・施設整備にあたっては、補助金を導入することより中小企業者
　の費用負担の低減を図ります。

・中小企業者の保管する高圧トランス及び高圧コンデンサの処
　理費用の一部を「PCB廃棄物処理基金」から充当し、中小企
　業者の処理費用の負担軽減を図ります。
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環境事業団の広域処理施設

北九州事業

豊田事業

認可事業の事業対象区域

東京事業

平成１３年１１月１日認可

平成１４年１０月２４日認可大阪事業

北海道事業

平成１５年２月１９日認可

平成１５年２月１９日認可

平成15年10月現在

平成１４年１１月８日認可
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　１．事業実施場所

　　　愛知県豊田市細谷町三丁目　

　２．処理の計画

　　　岐阜県、静岡県、愛知県及び三重県のに存する下記（３．ア）のPCB廃棄物を

　　　処理し、これに含まれるPCBを分解する。

　３．処理施設の設置の計画

　　ア．高圧トランス及び高圧コンデンサ並びにそれらと同等以上の大きさを有する

　　　　形状の電気機器並びにPCB及びPCBを含む油がPCB廃棄物となったもの

　　　　を処理するための施設を整備する。

　　　　　　・処理能力：約1.6ｔ/日（PCB分解量）

　　イ．化学処理方法とする。

　　１．事業実施場所１．事業実施場所

　　　愛知県豊田市細谷町三丁目　　　　愛知県豊田市細谷町三丁目　

　２．処理の計画　２．処理の計画

　　　岐阜県、静岡県、愛知県及び　　　岐阜県、静岡県、愛知県及び三重県のに存する三重県のに存する下記（３．ア）の下記（３．ア）のPCBPCB廃棄物廃棄物をを

　　　処理し、これに含まれる　　　処理し、これに含まれるPCBPCBを分解する。を分解する。

　３．処理施設の設置の計画　３．処理施設の設置の計画

　　ア．高圧トランス及び高圧コンデンサ並びにそれらと同等以上の大きさを有する　　ア．高圧トランス及び高圧コンデンサ並びにそれらと同等以上の大きさを有する

　　　　形状の電気機器並びに　　　　形状の電気機器並びにPCBPCB及び及びPCBPCBを含む油がを含む油がPCBPCB廃棄物となったもの廃棄物となったもの

　　　　を処理するための施設を整備する。　　　　を処理するための施設を整備する。

　　　　　　・処理能力：約　　　　　　・処理能力：約1.61.6ｔｔ//日（日（PCBPCB分解量）分解量）

　　　イ．化学処理方法とする。　イ．化学処理方法とする。

豊田ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理事業の要点豊田ポリ塩化ビフェニル廃棄物処理事業の要点
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PCB特別措置法に基づく届出書により把握した数量等及びその他の調査資料をもと
に環境事業団にて推計しました。

豊田事業における処理対象物の量豊田事業における処理対象物の量
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施設の建設予定地施設の建設予定地

豊田IC

施設予定地
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ＰＣＢ処理施設の外観イメージＰＣＢ処理施設の外観イメージ
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予定地のレイアウト案予定地のレイアウト案

正
門

受電・変電
設備

非常用
発電設備

ボイラー薬剤

雨
水
貯
槽

ＰＣＢ廃棄物処理施設
　本体建物搬

入
払
出

玄関

地下絶縁油
タンク

地下灯油
タンク

大　豊　工　業　株　式　会　社　　　細　谷　工　場

市
道
　
衣
ヶ
原
細
谷
線

ト　ヨ　タ　自　動　車　株　式　会　社　　　元　町　工　場

市　道　　　広　久　手　下　細　谷　線
逢　　　　　妻　　　　　男　　　　　川逢　　　　　妻　　　　　男　　　　　川

PCB廃棄物は、
すぐに建家内に搬入

不浸透性舗装
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施設設計の思想施設設計の思想

岐阜県、静岡県、愛知県、三重県の区域内の高圧トランス等を安
全かつ確実に無害化処理　→　処理したものは最大限再利用

岐阜県、静岡県、愛知県、三重県の区域内の高圧トランス等を安
全かつ確実に無害化処理　→　処理したものは最大限再利用

総合エンジニアリング

処理状況の処理状況の
情報公開情報公開

リスクマネジメントリスクマネジメント
の考え方に立ったの考え方に立った
多重の安全対策多重の安全対策

安全・確実な安全・確実な
PCBPCB処理方法処理方法

の採用の採用
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地域・関係機関との連携
情報公開

作業従事者の安全確保

操業・保全・保安
管理体制の整備

(4) セーフティネット
万一トラブルが発生しても影響を　　
最小限に抑える措置

(3) フェイルセーフ
誤動作やミスが事故に直結しない　
ように多重チェックや安全側に作動

安全設計の概要安全設計の概要

(2) 操業監視システム

(1)プロセス安全設計
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管理区分の考え方管理区分の考え方

・受入保管工程・受入保管工程

・払出保管工程・払出保管工程

上記を除く上記を除くPCBPCB廃棄物の廃棄物の

取り扱い区域取り扱い区域

一般一般PCBPCB廃棄物廃棄物

取扱区域取扱区域

・液処理工程・液処理工程

・洗浄溶剤回収工程・洗浄溶剤回収工程

工程内の工程内のPCBPCBが設備内にが設備内に

密閉されている区域密閉されている区域
レベル１レベル１

・解体用フード及び・解体用フード及び

　グローブボックスの外側　グローブボックスの外側
グローブボックスなど間接的にグローブボックスなど間接的に
高濃度の高濃度のPCBPCBを取扱う区域を取扱う区域レベル２レベル２

・大型トランス解体エリア・大型トランス解体エリア

・通常時、作業者の立ち　　・通常時、作業者の立ち　　
　入らない遮蔽フード内　入らない遮蔽フード内

PCBPCBによる作業環境のによる作業環境の

汚染の可能性がある区域汚染の可能性がある区域
レベル３レベル３

主な工程主な工程区分の考え方区分の考え方管理区域管理区域

管
理
レ
ベ
ル

管
理
レ
ベ
ル

高高
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地下浸透・流出防止対策地下浸透・流出防止対策

PCB
配管配管樋

二重構造配管

不浸透性床

オイルパン

防油堤

多重の地下浸透防止対策

　設備・配管には十分な漏洩防止
対策を講じていますが、さらにオイ
ルパンを設置する上に、防油堤を
設け、床は不浸透性床とします。

二重構造配管

　高濃度PCBを取り扱う配管は
万一漏洩した場合でも流出・飛
散しないよう、配管樋の中に配
管を通す二重構造とします。

（例）PCB受入タンク

漏洩検知器
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処理フロー図処理フロー図

分
解
完
了
確
認 卒業判定

卒業判定

脱塩素化剤（SD）

残渣

回収油

液処理残渣

排出油

絶縁油

再利用回収油
脱塩素化反応 後処理

クエンチ水

ﾄﾗﾝｽ 真空超音波
洗浄

真空加熱
分離

卒業判定

再生溶剤

抜油

解体・分別・
一次洗浄

ﾄﾗﾝｽ油（PCB+ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ）

非含浸性
部材

含浸性部材

溶剤回収
洗浄溶剤

（炭化水素系）

鉄・銅等

紙・木・ｱﾙﾐ箔等

廃ﾄﾘｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ

攪拌洗浄

ｺﾝﾃﾞﾝｻ油

蒸留回収PCB

蒸留

卒業判定

固液分離

液処理工程

ｺﾝﾃﾞﾝｻ

廃PCB等

前処理工程

処理後
リサイクル

リサイクル

リサイクル

産業廃棄物
処理

精製後
リサイクル

払出

払出

払出

払出

払出

卒業判定
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規制対象となる
排ガスは発生し
ませんが、
排気は排気処理
設備で処理した
上、さらにセーフ
ティネットとして
活性炭を通しま
す。

施設における多重の安全対策施設における多重の安全対策

遠隔操作

遮蔽フード 搬入
受入・検査

抜油・解体
　　設備

洗浄設備

液処理設備

活
性
炭

活
性
炭

遮蔽フード

排
気
処
理
装
置

不浸透性床

排気

PCB廃棄物は、
直接処理棟内に搬入

遮蔽フード
　排気

遮蔽フード
排気

窒素などの排気

負　圧

負　圧

負　圧

負圧管理

オイルパン
排気処理設備

管
理
区
域
換
気

防油堤

管理区域は
すべて負圧管理
を行います

設備・配管からの
漏洩防止
　　　　↓
セーフティネットと
してのオイルパン
　　　　↓
防油堤＋
　　　不浸透性床

多重の地下浸透防止
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緩衝室
③ ② ①

負圧管理負圧管理

遮蔽フード内には、
極力作業者が
入らない設計

負圧管理：③管理区域レベル３　②管理区域レベル２　　①管理区域レベル１
　　　　　　　　　　　　　

負圧の程度が強い（逆方向には空気が流れない）

　PCB管理区域は、管理レベルに応じた負圧管理を行い、
　作業環境及び作業者の安全を確保します。

遠隔操作

遮蔽フード

通常作業する区域は、
オンラインモニタリングで

作業環境を監視

異なる管理区域
（負圧差）間を

作業者が移動する際、
急激な負圧変化が

生じるのを防止

負圧管理
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解体作業は、遮蔽フードで密閉さ
れた解体室内で遠隔操作により
行うことで、作業者の安全を確保
します。

コンデンサ穿孔抜油の例では、　
①穿孔抜油装置の横へ搬送され
自動停止します。

②同装置の中へ自動的に移送さ
れます。

③遠隔操作で穿孔位置を調整し、
　同装置を作動させます。

遠隔操作は目視によるほか、死
角をカバーするため ＩTV（モニター
画面）も活用します。

② ③

①

遠隔操作による作業者の安全確保遠隔操作による作業者の安全確保
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窒素

液処理設備の安全対策液処理設備の安全対策

脱塩素化反応槽 後処理槽

Ｍ
Ｍ

絶
縁
油

SD
計量槽

SD
計量槽

冷却水
冷却装置

温 温

PCB
計量
槽

液 液

重

流

圧 圧

Ｐ

Ｐ

微加圧

温

オイルスクラバー

窒素排気

圧 圧

温

温

　　：温度計

　　：圧力計

　　：酸素濃度計

　　：流量計

　　：液面計

　　：重量計

温

圧

酸

流

液

重

PCB油

Ｐ

流

活性炭

冷却油ポンプの
二重化

SD計量の二重化

PCB計量の二重化

活性炭による　
セーフティネット

温度計・圧力計の
多重化

温

凝
縮
器

酸

温
温

温
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モニタリング出力例装置外観

施設からの排気

作業環境

・ｵﾝﾗｲﾝ自動ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ
・自動濃度分析

中央制御室
で常時監視

　「施設からの排気」および「作業環境」をリアルタイム
で監視し、異常発生時には迅速に対応します。

オンラインモニタリング装置オンラインモニタリング装置

オンラインモニタリングの
値と公定法による分析値
は非常に良好な相関関
係を示しています。

【検出下限：２μg/Nm3

　　　(各塩素化PCB毎)】
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排気モニタリング排気モニタリング
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排水管理

PCBの脱塩素化分解は、水を作らない反応です。
トランス等の解体･洗浄で水は使いません。

PCBの脱塩素化分解は、水を作らない反応です。
トランス等の解体･洗浄で水は使いません。

工程排水
は 発 生 し
ません。

処理したあとの生活排水、用役排水、雨水しか逢妻
男川には出しません。

処理したあとの生活排水、用役排水、雨水しか逢妻
男川には出しません。

トランス油などに混入して持ち込まれる水や排気処理
に伴う凝縮水があってもプラント用水としてリサイクル
し、逢妻男川には出しません。

トランス油などに混入して持ち込まれる水や排気処理
に伴う凝縮水があってもプラント用水としてリサイクル
し、逢妻男川には出しません。

分析排水は排出基準値以下であることを確認後、外
部に委託して処分します。

分析排水は排出基準値以下であることを確認後、外
部に委託して処分します。
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排水モニタリング排水モニタリング

分析排水

用役排水

生活排水

雨水

貯留 外部委託処分

浄化槽

油水分離桝

逢妻男川に放流

　　　：サンプリングポイント

(冷却塔排水など）
中和処理
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緊急時における対応方策緊急時における対応方策

設定震度を超える場合：施設の緊急全停止
設定震度以下の場合：対応マニュアルに従い、点検・停止

設定震度を超える場合：施設の緊急全停止
設定震度以下の場合：対応マニュアルに従い、点検・停止

台風・豪雨時：浸水防止対策を考慮した設計台風・豪雨時：浸水防止対策を考慮した設計

無停電電源装置及び非常用発電機による
設備の安全停止及び安全操業の維持

無停電電源装置及び非常用発電機による
設備の安全停止及び安全操業の維持

用水確保が困難な場合、自動的に施設を安全停止用水確保が困難な場合、自動的に施設を安全停止

自動停止：制御装置による運転自動停止
手動停止：緊急停止スイッチによる運転手動停止

自動停止：制御装置による運転自動停止
手動停止：緊急停止スイッチによる運転手動停止

浸水浸水

停電停電

断水断水

事故事故

地震地震

　　・マニュアルなどによる対応方策の明確化
　　・関係者の緊急連絡体制の整備
　　・専門家から助言などを受ける支援体制の整備

　　・マニュアルなどによる対応方策の明確化
　　・関係者の緊急連絡体制の整備
　　・専門家から助言などを受ける支援体制の整備

様々な緊急時を具体的に想定
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地震対策地震対策

震度震度55超超

設備の点検・停止
　設定震度以下であっても、地震発生　
　時 の 対 応 マ ニ ュ ア ル に 従 い 、
　作 業 者 が 速 や か に 設 備 の 点 検 、
　停止及び避難などの措置をとれ る

ようにします。

設備の点検・停止設備の点検・停止
　　設定震度以下であっても、地震発生　設定震度以下であっても、地震発生　
　時 の 対 応 マ ニ ュ ア ル に 従 い 、　時 の 対 応 マ ニ ュ ア ル に 従 い 、
　作 業 者 が 速 や か に 設 備 の 点 検 、　作 業 者 が 速 や か に 設 備 の 点 検 、
　停止及び避難などの措置をとれ る　停止及び避難などの措置をとれ る

ようにします。ようにします。

地震地震

感震計（３台）感震計（３台）
フェイルセーフの思想に立って多重に設置します。フェイルセーフの思想に立って多重に設置します。

設設
定定
震震
度度

阪神･淡路大震災を機に改正された建築基準法施行令などの　
関係法令にさらに上乗せした耐震設計を行います。
（建家層せん断力係数は基準の1.5倍を採用するなど）

阪神･淡路大震災を機に改正された建築基準法施行令などの　阪神･淡路大震災を機に改正された建築基準法施行令などの　
関係法令にさらに上乗せした耐震設計を行います。関係法令にさらに上乗せした耐震設計を行います。
（建家層せん断力係数は基準の（建家層せん断力係数は基準の1.51.5倍を採用するなど）倍を採用するなど）

耐震設計耐震設計耐震設計

緊急全停止
　設定震度を超えると、機器は自動で　
　安全に全停止し、自動弁は安全側に　
　作動します。
（計測制御システムなどは維持します。）

緊急全停止緊急全停止
　設定震度を超えると、機器は自動で　機器は自動で　
　安全に全停止し、自動弁は安全側に　　安全に全停止し、自動弁は安全側に　
　作動します。　作動します。
（（計測計測制御システムなどは維持します。）制御システムなどは維持します。）

震度震度55以下以下
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浸水対策浸水対策

逢妻男川

500500mmmm

　　

　台風、豪雨時　台風、豪雨時

　　・　　・計画地盤高さを上げることによる計画地盤高さを上げることによる浸水防止浸水防止

・ＰＣＢ搬入口、処理済物払出口を北側２階に　　　　　　　　　　　　・ＰＣＢ搬入口、処理済物払出口を北側２階に　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設けることによる浸水防止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設けることによる浸水防止

　　　　　　　　・安全に停止できる段階での施設の停止・安全に停止できる段階での施設の停止

現況地盤高さ現況地盤高さ

計画地盤高さ計画地盤高さ
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情報公開の推進情報公開の推進

豊田市におけるPCB処理事業に係る受入条件豊田市におけるPCB処理事業に係る受入条件

豊田市PCB適正処理ガイドライン豊田市PCB適正処理ガイドライン

「地域で理解される事業を目指して、PCB処理事業全般に係る情
報を統合管理し、その公開に努めること」

「PCB処理情報センターが集約した情報は、見学者等が
閲覧できるようにするほか、市民が容易に情報を入手できるよう
適切な方法による公開に努めること」

積極的な情報公開積極的な情報公開
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　　　 施設内情報公開設備施設内情報公開設備施設内情報公開設備

情報公開型施設の設計情報公開型施設の設計

信頼され安心感のある安全な施設信頼され安心感のある安全な施設

施設外情報公開施設外情報公開施設外情報公開

情報公開ルーム情報公開ルーム

　　リアルタイムで各工リアルタイムで各工
程の運転状況、モニタ程の運転状況、モニタ
リングの状況などを　リングの状況などを　
表示します。表示します。

収容人員　：　収容人員　：　4040人人

プレゼンテーションプレゼンテーション　　　　
ルームルーム

　施設概要、処理の安全　施設概要、処理の安全
性等の情報について、性等の情報について、
分かりやすく紹介します。分かりやすく紹介します。

収容人員　：　収容人員　：　9090人人

見学ルート見学ルート

・ほとんどの工程を安全に　・ほとんどの工程を安全に　
　見学できるよう計画して　　　見学できるよう計画して　　
　います。　います。
･･ITVITVによるモニター画面を　によるモニター画面を　
　備え、バリアフリーや目線　備え、バリアフリーや目線
　の位置にも考慮しています。　の位置にも考慮しています。

WebWebによる情報公開による情報公開　　PCBPCB廃棄物処理に関わる情報をホームページ上に掲載します。廃棄物処理に関わる情報をホームページ上に掲載します。
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豊田ＰＣＢ廃棄物処理事業　スケジュール豊田ＰＣＢ廃棄物処理事業　スケジュール
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　　豊田市に整備を予定しているＰＣＢ廃棄物処理施設の概要を

説明させて頂きました。

　環境事業団は、愛知県及び豊田市のご指導を頂きながら、市
民の皆様に安心して頂けるＰＣＢ処理事業を行うべく、本施設の

建設に全力を上げて取り組みます。そして、平成１７年９月には
施設の操業を開始し、豊田市域に保管されているＰＣＢ廃棄物
から、その安全な処理を始める予定です。

　今後とも本事業に対し、より一層のご理解、ご協力を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。

環境事業団の今後の取り組み環境事業団の今後の取り組み


